
　

２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
日
本
の
人
口
減
少
は
今
ま
で

以
上
に
進
行
し
、２
０
４
０
年
に
は
約
１
億
８
０
０
万
人
と

な
り
、
そ
の
後
毎
年
１
０
０
万
人
ず
つ
減
少
し
て
い
く
と
い

う
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
、地
方
消
滅

　
　

そ
ん
な
言
葉
が
話
題
に
な
り
、
消
費
や
労
働
力
の
低
下

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
平
成　

年　

月
に

２６

１２

人
口
確
保
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
。５
カ
年
の
国
全
体
の
戦
略
を
示
し
、

「
地
方
創
生
」
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
地
方
自
治
体
も
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦

略
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
真
庭
市
が
今
年
度

策
定
し
た
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

写真：鹿地子のヒノキ（佐引）

　国立社会保障・人口問題研究所

（以下、社人研）の推計では、２０４０
年の真庭市の総人口は、現在から

約４割減の約３２，０００人になると予
測されています。「生産年齢人口の

減少」による地域経済規模の縮小、

「高齢人口の増加」による社会保障

費の増大、さらには人口減少に伴

う地方交付税の減少などを招くと

考えられています。

真庭市の人口は
 ４ 割減と推計されています
〜２０４０年には約３２， ０００人に〜  

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
策
定

里
山
資
本
主
義
真
庭   

未
来
へ
の
挑
戦
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2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

社人研推計値 真庭市目標値

転入 転出 流出入
島根県 39 27 12
大阪府 161 153 8
兵庫県 111 103 8
徳島県 13 6 7
群馬県 9 2 7

鳥取県 71 83 -12
京都府 34 46 -12
広島県 54 77 -23
東京都 55 78 -23
山口県 9 37 -28

流入

流出

■真庭市と県外との人口移動状況
　（2012～2013年の２年間の合計）　単位：人

…

真庭市の将来人口の見通し

真庭市 岡山県
1983～87 2.06～2.24※ 1.88
1988～92 2.02～2.18※ 1.67
1993～97 1.88～2.16※ 1.56
1998～02 1.76～2.05※ 1.5
2003～07 1.75 1.42
2008～12 1.73 1.49

■真庭市の出生率

39.3％高齢人口
13,391人

人口構造バランスをほぼ一定とすることによる社会の活性化と持続可能な地域（まち）の実現
　人口減少社会の中で、将来にわたって、現役世代が安定して子育てをし、熟年者を支えることのできる
　人口構造を維持することを目標とします。
人口構造バランスの長期的な安定化を目指す
　年少人口（０～14歳）　　　　　 ▼12%前後
　生産年齢人口（15～64歳）　　　 ▼50%前後
　高齢人口（65歳～）　　　　　　 ▼40%前後
　出産年齢女性人口（15～49歳）　 ▼15%前後

真庭市の目指すべき将来人口のあり方

2040年の人口34,044人
４区分人口構成

48.6％

12.1％年少人口
4,110人

生産年齢人口
16,543人

生産年齢女性人口
5,050人 14.8％

※合併前の各地区の最低と最高

（人）

出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」

※真庭市独自推計

出典：岡山県「人口動態保健所・市区町村別統計」
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の
状
態
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
・
生
活
環
境
が
充
実
し
た
地
域
へ
の
転

出
が
続
い
て
い
る
一
方
、
関
西
圏
（
大
阪

府
・
兵
庫
県
）
か
ら
の
転
入
が
超
過
し
て

い
る
と
い
っ
た
実
態
も
あ
り
ま
す
。

２
０
４
０
年
の
人
口
を
３
万
４
千
人
に

　

今
後
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
成
長
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
構
造
バ
ラ
ン

ス
を
保
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
、
真
庭
市
で
は
現
状
を
詳
し
く
分
析

し
、
将
来
人
口
の
あ
り
方
を
ま
と
め
ま
し

た
。
出
生
率
の
上
昇
と
若
者
や
子
育
て
世

代
の
転
入
促
進
・
転
出
抑
制
を
進
め
る
こ

と
で
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
し
、
２
０
４

０
年
の
人
口
３
万
４
千
人
を
達
成
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
戦
略

が
、
今
年
度
策
定
し
た
「
真
庭
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
な
り

ま
す
。（
４
助
以
降
で
紹
介
）

自
然
減
と
社
会
減（
転
出
超
過
）が
続
く

　

死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回
る
「
自
然
減
」

は
、
人
口
減
少
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
真
庭
市
の
合
計
特
殊
出
生
率（
以

下
、
出
生
率
）
は
、
全
国
や
岡
山
県
と
比

べ
て
高
め
と
は
い
え
減
少
傾
向
で
、
死
亡

数
と
の
差
は
開
い
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
一
方
、
社
会
動
態
で
は
、
進
学
や
就

職
時
の
転
出
と
、
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
に
よ
る

転
入
が
真
庭
市
の
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、　

代
後
半
か
ら　

１０

２０

代
前
半
で
の
転
出
が
全
転
出
者
の
う
ち
約

　

諸
で
あ
る
の
に
対
し
、　

代
後
半
で
Ｕ

３２

２０

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で
帰
っ
て
く
る
の
は
全
転
入

者
の
う
ち
約　

諸
と
低
調
で
、
転
出
超
過

１７

真
庭
市
の
人
口
を
見
通
す

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

真
庭
市
の
将
来
を
描
く
た
め
の
基
礎

と
な
る
の
が
人
口
で
す
。
そ
の
現
状
を

見
て
、
真
庭
市
の
目
指
す
べ
き
人
口
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。



案
提

言
提

雇用
創出

年
青
、
出
創
の
事
仕
な
質
良

た
の
加
増
の
数
者
用
雇
の
層

み
組
り
取
の
め

子育て
教育

子
、
加
増
の
者
若
や
も
ど
子

め
た
る
な
く
す
や
し
が
て
育

み
組
り
取
の

交流
定住

の
庭
真
、
き
が
み
宝
の
域
地

策
施
住
定

都市
づくり

課
と
さ
か
豊
す
ら
暮
で
落
集

め
た
る
え
支
を
し
ら
暮
、
題

ち
た
か
の
ち
ま
の

生
校
高

も
ら
か
れ
こ
、
か
い
た
き
て

か
い
た
け
続
み
住

まち・ひと・しごと創生市民会議

グループごとにテーマを決めてワークショップを開催

創生本部

具体的な
政策案を作成

部会

報告

子育て・教育

交流・定住

都市づくり

雇用創出
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４
分
野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
市
民
意
見
を
ま
と
め
る

　

真
庭
市
で
は
、
総
合
戦
略
の
策

定
に
当
た
っ
て
、
市
民
参
加
の
場

で
あ
る
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
市
民
会
議
」
を
４
月

　

日
に
結
成
。
施
策
の
テ
ー
マ
を

３０「
雇
用
創
出
」「
交
流
・
定
住
」「
子

育
て
・
教
育
」「
都
市
づ
く
り
」
の

４
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
３
回
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
５
カ
月
に
わ

た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら

の
呼
び
掛
け
に
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
・
年
齢
の
人
が
集
ま
り
、
高
校

生
も
多
数
参
加
。
別
に
開
か
れ
た

高
校
生
の
市
民
会
議
も
含
め
て
、

述
べ
４
６
８
人
が
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。
市
民
会
議
で
ま

と
め
ら
れ
た
意
見
は
「
提
言
書
」

と
な
り
、
総
合
戦
略
の
施
策
に
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

市
民
参
加
で
ま
ち
の
未
来
を
描
く

  
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
市
民
会
議

　

真
庭
市
の
総
合
戦
略
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
市
民
参
加
の
場
と
な
っ
た
「
真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
市
民
会
議
」
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
の
様
子
と
参
加
し
た
人
た
ち
の

声
を
紹
介
し
ま
す
。

策定プロセス

ワークショップではグループごとに意見をまとめ発表

※策定にあたっては、市議会への報告、有識者の意見聴取やパブリックコメントなどを経て創生本部で決定しています。

　策定に向けた組織として、１月１４日に、市長を本部長とする庁内組織「真庭市まち・ひ
と・しごと創生本部」を設置。４つの部会で作った具体的な政策案を「市民会議」に提案
し、そこでの意見交換・提言を経て総合戦略を策定しました。



 ０５Maniwa

　市民会議は、人の話を聞く

だけじゃなくて、意見を気軽

に発言できる雰囲気でした。

地域をよくしていくために

は、そんな場があることが大

切なんでしょうね。市のワー

クショップにはここ２年ほど
参加していますが、人とのつ

ながりもできて、真庭や他の

地域の市民活動にも興味を持

つようになりました。自分に

できることがあれば、積極的

にやっていこうと思います。

 星  野 　 航 さん（勝山）
ほし の わたる

気
軽
に
発
言
で
き
る
場
、そ
れ
が
大
切
な
ん
で
し 
ょ 
う
ね

　職場の同僚に背中を押され

て参加しました。途中からだ

ったので少し戸惑う面もあり

ましたが、それまで年齢の離

れた人と話をする機会もあま

りなかったので刺激を受けま

した。自分たちの年代がちょ

っと少なくて「自分が出て意

見を言わなきゃ」と続けて参

加しました。これからの時代

を担う私たちが、もっと積極

的に発言してまちづくりに関

わらないといけませんね。

 三  村  弥  生 さん（久世）
み むら や よい

若
い
人
が
も
っ
と
参
加
し
て
発
言
し
な
い
と

　いろんな人の意見に触れ、

行政がやろうとしていること

を肌で感じることができ、と

ても貴重な経験をさせていた

だきました。まだ知らないこ

とや、改めて認識できること

がたくさんありました。市民

会議のように、自分の意見や

思いを言える機会があれば、

また参加してもいいかなと思

っています。どうせ住むのな

ら、楽しくて活気のある真庭

であってほしいですから。

 石  井  宏  和 さん（宮地）
いし い ひろ かず

ど
う
せ
住
む
な
ら
楽
し
く
て
活
気
の
あ
る
ま
ち
に

市民会議に参加して

高校生から大人まで幅広い年齢や職種の人が参加し意見を交わしました

勝
山
高
校
で
も「
地
方
創
生
」

　

勝
山
高
校
で
は
５
月　

日
、
総

２７

合
学
習
の
授
業
で
地
方
創
生
を
学

ぶ
授
業
を
実
施
。
市
職
員
が
総
合

戦
略
の
目
的
や
考
え
方
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　市民と行政が一体となって総合戦略を推進す

るため、１０月６日に旧遷喬尋常小学校で「まち・
ひと・しごと創生推進大会」が開催されました。市

民約１５０ 人が参加し、総合戦略の内容を確認。市
民会議を代表して自営業の池本浩二さんと真庭

高校３年の宮本直樹さんが決意表明をしました。

目標の達成に向け推進大会を開催

総合戦略の達成に向
けて決意表明を発表
する池本浩二さん



Ｃ

Ｄ Ａ

Ｐ

Ａ

Ｐ

・）価評（kcehC、はとムテスシシＤＰＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＣActioＡＡＡＡＡＡＡＡnＡＡＡＡＡＡ（改改善善）・Plan（計画）・Do（実施）
の４つの視点から、業務を継続的に改４つの４つの
善・実施していく手法のことです。真善・実
庭市では、この行政評価を厳格に実施庭市
し、総合戦略の進捗を客観的な指標で
検証・改善する仕組みを確立します。
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総
合
戦
略
は
、
第
２
次
真
庭
市
総
合
計
画

の
考
え
方
や
国
の
地
方
創
生
の
理
念
な
ど
を

勘
案
し
た
上
で
、
人
口
減
少
の
抑
制
と
地
域

活
性
化
に
直
接
的
に
効
果
が
見
込
ま
れ
る
分

野
に
絞
り
、
今
後
５
年
間
に
特
に
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

柱
と
な
る
の
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て

き
た
「
雇
用
創
出
」「
交
流
・
定
住
」「
子
育

て
・
教
育
」「
都
市
づ
く
り
」
に
、
行
政
分
野

の
課
題
の
「
広
域
連
携
」
を
加
え
た
５
分
野
。

そ
れ
ぞ
れ
の
柱
に
施
策
の
方
向
を
示
し
て
目

標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
具
体
的
な
事
業
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
（
行
政
経

営
改
善
サ
イ
ク
ル
）
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
評
価

を
実
施
し
、
毎
年
度
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

確
実
な
実
施
を
目
指
し
ま
す
。

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

真
庭
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

５
分
野
に
施
策
を
ま
と
め

人
口
減
少
抑
制
と

地
域
活
性
化
を
目
指
す

　

真
庭
の
未
来
を
描
く
総
合
戦
略
は
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
目
標
や
具
体
的
な
事

業
に
つ
い
て
、
分
野
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

雇
用
創
出

施策の方向①
真庭にしごとをつくり、
安心して働けるようにする

目標 ①雇用者数の増：５年間で２００人
②うち青年層の雇用者数の増：５年間で１００人

▼

葛 「真庭ライフスタイル」実現のための良質な雇用環境の創出
　・市内企業魅力発信事業
　・異業種交流事業（北房）　など

葛 「木を使い切る真庭」の創出
　・地元産木材の需要拡大のためのＣＬＴ普及に向けた取り組み
　・里山真庭の森林づくり推進事業　など

葛 「回る経済」実現のための地域資源を活用した魅力ある「しごと」創出
　・生ごみ資源化地域産業事業
　・地域振興組織が行う中和地域の地域振興支援（中和）
　・インバウンド対策事業
　・農業体験インターンシップ事業（蒜山）　など

具体的な施策と事業
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子
育
て
・
教
育

施策の方向③
若い世代の結婚・出産・子育ての希望と
教育・社会福祉を地域で支える仕組みをつくる

目標 ①合計特殊出生率：５年後に１．９４を達成
②出産年齢女性人口割合：５年後に１５．１％を維持

▼

葛結婚の夢をかなえる（出会い・結婚）
　・ハッピーコンシェルジュ事業
　・いのちふれあい事業　など

葛 安心できる子育て支援
　・まにわ寄り合い事業
　・まにわおせっかい事業
　・多様な文化交流事業（地域交流事業）　など

葛子どもと大人を応援する教育支援
　・司書資格取得の支援、図書館の整備（本の香りがするまちづくり）
　・ＩＣＴ、ＭＩＴを活用した学習環境づくり事業
　・芸術アウトリーチ事業　など

具体的な施策と事業

交
流
・
定
住

施策の方向② 真庭への新しいひとの流れをつくる

目標
①転入者数：５年間で１００人増加　②転出者数：５年間で５０人減少
③交流人口：５年間で２２，０００人増加
④移住希望者の真庭市認知度：３年間で２７％→３０％

▼

葛地域振興事業：地域資源を生かした地域活性化
　・旧遷喬尋常小学校から商店街へにぎわいを運ぶ事業（久世）
　・中世式内八社の歴史をつなぐ事業（湯原）　など

葛 真庭市売り出し（シティプロモーション）の推進
　・まにぞうとＩＣＴを融合したプロモーション事業
　・「まにわらしさ」のある景観整備の検討　など

葛真庭市へ「おいでんさい」（市外の人に対する交流・定住促進事業）
　・都市と農山村をつなぐ相談窓口で悩みがスッキリ事業
　・女性のための移住相談とフォロー体制をつくる事業
　・交流定住拠点創出事業（美甘）　など

具体的な施策と事業



Maniwa ０８

広
域
連
携

施策の方向⑤ 地域と地域を連携する（広域連携の推進）

目標 ①連携中枢都市圏の形成

②地域間連携協約の締結

▼

葛地域連携による経済成長
　・建築構造材等へのCLTの活用促進
　・異分野異業種交流や製造業事業者間マッチングの実施
　・外国人観光客もターゲットとする岡山真庭周遊プランと２次交通の整備
葛地域連携による高次都市機能の集積
　・岡山市と真庭市を結ぶ主要道路の整備促進
　・高度医療、医師不足対策

葛地域連携による生活関連機能サービスの向上
　・ＥＳＤと水源の里シンポジウムの取り組みの発展的継承
　・公共施設の相互利用

具体的な施策と事業

都
市
づ
く
り

施策の方向④
時代に合った地域をつくり、
安心なくらしを守る

目標
①今後も真庭市に住み続けたい意志がある割合：８５％以上
②住民主体の事例（住民会社の設立・運営、拠点づくりなど）：５件
③公共施設・公有土地の有効活用事例：３０件
④市内公共交通への満足度：８０％以上

▼

葛だれもが生活しやすい都市づくり（都市基盤・機能向上）
　・落合中心部の活性化事業（落合）
　・サイクリングロードの整備
　・まにわくん（枝線）に代わる交通手段の活用検討

葛 豊かな暮らしを支える仕組みづくり（制度・人的仕組み）
　・土砂災害に対する安全な避難所の見直しと体制強化
　・熟年者がまちを支える仕組みづくり
　・自転車を活用した健康づくり推進事業

具体的な施策と事業



大
好
き
な
真
庭
だ
か
ら

み
ん
な
が
戻
っ
て
き
た
い
ま
ち
に

　

市
民
会
議
に
欠
か
さ
ず
参
加
し
、
推
進
大
会
で
決
意
表
明
を
発
表

す
る
な
ど
し
、
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
真
庭
高
校

の
宮
本
直
樹
さ
ん
。
真
庭
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
の
先
生
に
「
行
っ
て
み
な

い
か
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
、
市
民

会
議
に
参
加
し
ま
し
た
。
危
機
感

と
い
う
と
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
小
学
校
の
こ
ろ
に
友
だ
ち

が
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た
り
、
中

学
校
の
統
合
の
話
を
聞
い
た
り
し

て
い
る
う
ち
に
、
少
し
さ
み
し
い

気
持
ち
に
は
な
っ
て
い
ま
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
か
ら
真
庭
全
体
の

こ
と
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て

「
真
庭
っ
て
い
い
な
、
好
き
だ
な
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
自
分
に
と
っ
て
、
市
民

会
議
は
と
て
も
有
意
義
な
場
で
し

た
。
大
人
の
人
た
ち
が
ま
ち
の
将

来
に
つ
い
て
熱
く
語
る
姿
を
見

て
、
自
分
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て

い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
難

し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
人

生
の
先
輩
方
に
支
え
ら
れ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
発
表
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い

に
は
、
推
進
大
会
の
決
意
表
明
の

大
役
に
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
に
戸

惑
い
ま
し
た
が
、
話
を
い
た
だ
い

た
時
に
は
、
自
分
に
掛
け
ら
れ
て

い
る
期
待
を
感
じ
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
決
意
表
明
は
、
市
民

会
議
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
友

だ
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
、

み
ん
な
の
思
い
を
込
め
て
全
力
で

作
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
考
え

た
言
葉
が
少
し
で
も
真
庭
の
力
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
僕
は
自
分
な
り
の
将
来
を

見
つ
け
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
い

っ
た
ん
真
庭
を
離
れ
ま
す
が
、
戻

っ
て
き
て
お
店
を
開
く
の
が
僕
の

夢
で
す
。
い
や
、
夢
じ
ゃ
な
く
現

実
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
出
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
が
実
現
し
て
、
真

庭
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、
戻
っ

て
き
た
い
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
こ

と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

真庭高校３年

 宮  本  直  樹 さん（美甘）
みや もと なお き


